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 平成23年度以降に元請けとして完成引渡し
が完了した次に掲げる工事の施工実績を有す
ること。単体有資格者及び共同企業体の代表
者は、単独又は共同企業体の代表者として施
工したの施工実績を有すること。共同企業
体の構成員はの施工実績を有するか又は共
同企業体として施工したの施工実績を有す
ること。（共同企業体の構成員としての実績
は、出資比率が20％以上の場合のものに限る。
ただし、異工種建設工事共同企業体について
は適用しない。）
 ＲＣ造又はＳ造地上、延べ面積1300
以上の病院の新築、増築又は改修。
 ＲＣ造又はＳ造地上、延べ面積650以
上の病院の新築、増築又は改修。
経常建設共同企業体にあっては、構成員
のうち１社が上記の施工実績を有し、他
の構成員は、上記の実績を有すること。
（共同企業体の構成員としての実績は、出
資比率が20％以上の場合のものに限る。た
だし、異工種建設工事共同企業体について
は適用しない。）
ただし、申請できる施工実績は１件のみ
とし、これを超える件数の施工実績を申請
した場合は、申請されたすべての工事を実
績として認めない。

 工事全般の施工計画が適正であること。
 次に掲げる基準を満たす主任技術者又は監
理技術者を当該工事に専任で配置できるこ
と。
 一級建築施工管理技士、一級建築士又は
これと同等以上の資格を有する者であるこ
と。なお、「これと同等以上の資格を有する
者」とは、国土交通大臣若しくは建設大臣
が１級建築施工管理技士、一級建築士又は
これと同等以上の能力を有すると認定した
者である。
 平成23年度以降に、に掲げる完成・
引渡しが完了した工事の経験を有する者で
あること。（共同企業体の構成員としての実
績は、出資比率が20％以上の場合のものに
限る。ただし、異工種建設工事共同企業体
については適用しない。）

ただし、申請できる施工実績は１件のみ
とし、これを超える件数の施工実績を申請
した場合は、申請されたすべての工事を実
績として認めない。
経常建設共同企業体にあっては、構成員
のうち１社の主任（監理）技術者が上記
の工事経験を有していればよい。
 監理技術者にあっては、監理技術者資格
者証及び監理技術者講習修了証を有する者
であること。
 配置予定の主任（監理）技術者にあって
は直接的かつ恒常的な雇用関係があるこ
と。

 本工事において、建設業法第26条第３項た
だし書の規定の適用を受ける監理技術者（以
下、「特例監理技術者」という。）の配置を行う
場合は以下の～の要件を全て満たさなけ
ればならない。
 建設業法第26条第３項ただし書による監
理技術者の職務を補佐する者（以下、「監理
技術者補佐」という。）を専任で配置するこ
と。
 監理技術者補佐は、一級施工管理技士等
の国家資格者、学歴や実務経験により監理
技術者の資格を有する者であること。なお、
監理技術者補佐の建設業法第27条の規定に
基づく技術検定種目は、特例監理技術者に
求める技術検定種目と同じであること。
 監理技術者補佐は入札参加者と直接的か
つ恒常的な雇用関係にあること。
 同一の特例監理技術者が配置できる工事
の数は、本工事を含め同時に２件までとす
る。（ただし、同一あるいは別々の発注者が、
同一の建設業者と締結する契約工期の重複
する複数の請負契約に係る工事であって、
かつ、それぞれの工事の対象となる工作物
等に一体性が認められるもの（当初の請負
契約以外の請負契約が随意契約により締結
される場合に限る。）については、これら複
数の工事を一の工事とみなす。）
 特例監理技術者が兼務できる工事は熊本
県内の工事でなければならない。

 特例監理技術者は、施工における主要な
会議への参加、現場の巡回及び主要な工程
の立会等の職務を適正に遂行しなければな
らない。
 特例監理技術者と監理技術者補佐との間
で常に連絡が取れる体制であること。
 監理技術者補佐が担う業務等について、
明らかにすること。

 競争参加資格確認申請書（以下「申請書」
という。）及び競争参加資格確認資料（以下「資
料」という。）の提出期限の日から開札の時ま
での期間に、厚生労働省大臣官房会計課長か
ら工事請負契約に係る指名停止等の措置要領
に基づく指名停止を受けていないこと。
 上記１に示した工事に係る設計業務等の受
託者又は当該受託者と資本若しくは人事面に
おいて関連がある建設業者でないこと。
 入札に参加しようとする者の間に資本関係
又は人的関係がないこと（資本関係又は人的
関係がある者のすべてが共同企業体の代表者
以外の構成員である場合を除く。）。
 警察当局から、暴力団員が実質的に経営を
支配する建設業者又はこれに準ずるものとし
て、厚生労働省発注工事等からの排除要請が
あり、当該状態が継続している者でないこと。
 その他予算決算及び会計令第73条の規定に
基づき、支出負担行為担当官が定める資格を
有する者であること。

３ 総合評価落札方式に関する事項
 総合評価落札方式の仕組み 本工事の総合
評価落札方式は、標準点100点（入札説明書
に示された内容を満たしている場合に付与す
る点数をいう。）に加算点56点（以下に示す
評価項目に応じて付与する点数をいう。）を加
え、評価値を算出し落札者を決定する方式と
する。
その概要を以下に示すが、具体的な技術的
要件及び入札の評価に関する基準等について
は、入札説明書において明記している。
 評価項目
評価項目：以下に示す項目を評価項目とす
る。
 技術提案テーマ関する事項（５つの技術
提案）
・鉄骨工事の品質確保や施工精度向上に関
する技術的な提案

・施工合理化に資する提案（品質確保につ
いては標準案と同程度であっても可）
・施工中における入所者、園関係者、第３
者に対する安全管理
・工事騒音・振動を抑制するための具体的
な対策
・建設現場における労働災害、事故防止法
策

 ワーク・ライフ・バランス等の推進に関
する指標
 賃金引上げの推進に関する指標
 評価の方法及び落札者の決定 入札参加者
の上記３による評価項目（評価指標）を評
価し、
評価値＝｛（標準点＋加算点）／（入札価格）｝
の最も高い者を落札者とする。落札の条件は、
次のとおりとする。
 入札価格が予定価格の制限範囲内である
こと。
 提案内容が発注者の設定している最低限
の要求要件を下回らないこと。また、最低
限の要求要件である標準点を予定価格で除
した数値（以下「基準評価値」という。）を
下回らないこと。

 上記３において、評価値の最も高い者が
２人以上ある場合は、当該者にくじを引かせ
て落札者を決定する。

４ 入札手続等
 担当部局 〒8611113 熊本県合志市栄
3796番地 国立療養所菊池恵楓園 事務部会
計課施設管理係 電話0962481131 内線
215
 入札説明書の交付期間、場所及び方法 令
和８年６月17日から令和８年８月13日まで
（土曜日、日曜日及び祝祭日を除く毎日午前
９時00分から午後５時00分まで。）。上記４
に同じ。
 申請書及び資料の提出期間、場所及び方法
令和８年６月19日午前９時00分から令和８
年８月14日午後５時00分（土曜日、日曜日及
び祝祭日を除く。）まで。上記４に同じ。電
子調達システムにより、提出すること。ただ
し、発注者の承諾を得た場合は持参、又は郵
送する（書留郵便に限る。提出期間内必着。）
こと。
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